
大
人
向
け

児
童
向
け

子育てに関するコラムや役立つ情報をお届けします。
子育て応援アプリでも地域での情報を発信しています！

アプリは
「母子モ」

で検索！

　
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
は
、子
宮
頸
が
ん
の
原
因
に
な
り
や

す
い
H
P
V
の「
型
」（
タ
イ
プ
）に
対
し
て
免
疫
を
つ
く
り
、

そ
の
感
染
を
予
防
し
ま
す
。市
で
は
、小
学
6
年
生
か
ら

高
校
1
年
生
相
当
、お
よ
び
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
対

象
の
人
に
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
っ
て

い
ま
す
。子
宮
頸
が
ん
の
予
防
や
早
期
発
見
に
努
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

とき 3/8㈯～5/11㈰  9:30～17:00
( 入館は16：30まで）
料金 高校生以上150円、中学生以下無料

14ひきのぴくにっく
いわむら かずお／さく（童心社）

14ひきかぞくは野原へぴくにっく
に。読者もねずみたちと同じ目線
になって、春の日差しの中で、いろ
いろな草花や動物に出会えます。

（
子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー
）

1
0
0
％
予
防
で
き
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

子
育
て
サ
ロ
ン

ひ
だ
ま
り

　
深
谷
保
育
所
の「
ひ
だ
ま
り
ル
ー
ム
」で
、

月
一
回
、未
就
園
児
向
け
の
親
子
の
遊
び
場

「
子
育
て
サ
ロ
ン
ひ
だ
ま
り
」を
開
催
し
て

い
ま
す
。深
谷
保
育
所
の
保
育
士
が
見
守

る
中
、親
子
で
一
緒
に
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ

り
、マ
マ
同
士
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、保
育

士
が
紙
芝
居
を
読
ん
だ
り
し
て
楽
し
く
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
し
た
保
護
者
か
ら
は「
お
友
達
が

で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
来
ま
し
た
」「
ま

だ
歩
け
な
い
小
さ
い
子
で
も
室
内
で
安
心

し
て
遊
べ
て
あ
り
が
た
い
で
す
」「
一
時
預

か
り
保
育
も
こ
こ
で
行
っ
て
い
る
の
で
、子

ど
も
も
慣
れ
た
場
所
で
助
か
る
」と
の
感

想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

場所　　 深谷保育所 ひだまりルーム
とき  第３水曜日 9:30～11:00
申込  電話（☎29-1135） 

※受付 平日8:30～17:15  
対象  市内在住未就園児親子

問  子ども総合センター ☎ 24-1380 FAX 24-5497

子育てサロンひだまり

（
子
ど
も
未
来
課
）

にっぽんのメジロ
小宮 輝之／監修、ポンプラボ／
編集 (カンゼン)

「チチチ」可愛らしい鳴き
声と姿で、江戸時代から
人 を々魅了してきたメジロ。
豊富な写真と共に解説。

スマートフォンでAR動画のQRコードを
読み込んでから写真にかざしてください。

AR動画

千世 繭子／脚本、あべ 弘士／絵（童心社）

雪の中ですやすや眠っているの
はだあれ。「春だよ起きて」と呼
びかけると、生き物たちが次々に
目を覚まし、春の訪れを伝える
紙芝居。 保健師 や 管理栄養士 へ の 

乳幼児に関する相談
とき  4/18㈮ 10：00~11：00
場所　　 くわなメディアライヴ
定員  30人（先着順） 
申込  下記 QRコード
期間  3/15㈯～4/11㈮

育児相談

①

すくすく離乳食教室
①初期・中期②後期・完了期

②

成長時期に応じた離乳食・
子育てに関する講話など
とき ①4/15㈫ 13:30~15:00

②4/14㈪ 13:30~14:30
場所　　 くわなメディアライヴ
定員  20人（先着順）
申込  下記 QRコード
期間  ①②3/15㈯～4/7㈪

広報くわな  vol.243  令和7年3月

名称 とき 詳細
家庭児童相談 月～金曜日 8:30～17:00 場所 子ども総合センター ☎ 24-1298 FAX 24-5497
ことばの相談 3/21㈮ 9:00～17:00【予約制】 場所 子ども発達・小児在宅支援室 ☎ 24-3040 FAX 22-7811

発達検査を伴う相談 月～金曜日の指定日 9:00～17：00【予約制】 場所 子ども発達・小児在宅支援室 ☎ 24-3040 FAX 22-7811
子ども電話相談 月～金曜日 9:00～17:00 場所 教育研究所 ☎ 24-1880 FAX 27-5827

対象 市内の保育所（4・5歳児）、幼稚園、小学校、中学校に
通うまたは市内在住の子どもとその保護者
子育て、発育発達、不登校（園）など子どもの教育全般に関す
る相談を行います。 ※くわっぽ教育相談は予約制

くわっぽ教育相談

3/3㈪・10㈪・17㈪・24㈪9:00～11:45
3/5㈬ 10:30～16:45
3/12㈬ 13:00～16:45
3/6㈭・13㈭ ・27㈭ 10:00～16:40

子
育
て
の
悩
み
に
つ
い
て

　
お
子
さ
ん
の
発
達
で
心
配
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。「
こ
と
ば
が
お
そ
い
」「
落
ち

着
き
が
な
い
」「
集
団
に
な
じ
め
な
い
」「
読

み
書
き
が
苦
手
」な
ど
、子
ど
も
発
達
・
小

児
在
宅
支
援
室
で
は
、お
子
さ
ん
の
発
達

に
関
わ
る
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
は
、一
人
一
人
発
達
の
ス
ピ
ー

ド
が
異
な
り
ま
す
。発
達
の
状
況
や
個
々

の
特
性
に
合
わ
せ
た
関
わ
り
を
持
つ
こ
と

で
、わ
か
る
こ
と
や
で
き
る
こ
と
を
増
や

し
た
り
、隠
れ
て
い
る
力
を
引
き
出
す
こ

と
が
発
達
支
援
の
大
き
な
役
割
で
す
。

　
当
室
で
は
、保
護
者
か
ら
お
子
さ
ん
の

様
子
を
お
聞
き
し
、発
達
検
査
を
通
し
て
、

お
子
さ
ん
の
得
意
・
苦
手
を
知
り
、発
達
を

支
援
す
る
た
め
に
、発
達
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。こ
と
ば
の
発
音
や
吃き
つ
お
ん音
な
ど
の

悩
み
に
つ
い
て
言
語
聴
覚
士
に
も
相
談
が

で
き
ま
す
。ま
た
、児
童
発
達
支
援
・
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、お
子
さ
ん
の

発
達
に
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
・

申
し
込
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

コラム

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
ら
、絶
対
に

子
宮
頸
が
ん
に
は
か
か
ら
な
い
の
？

Q&A

図書館 HPは
こちら！

 ☎ 22-0562
FAX 22-0795
休 毎週水曜

中
央

 ☎ 48-7000
FAX 48-7002
休 月・祝・毎月最終水曜

多
度

 ☎ 41-1040
FAX 41-1044
休 月・毎月最終水曜

長
島

図 書 館スタッフによる  今月のおすすめ本 今月のテーマ 「春」

 ☎ 24-4466 FAX 24-4627
休 3/3㈪・10㈪・17㈪・24㈪・31㈪六華苑 博物館

たんぽぽの秘密
森乃 おと／著(雷鳥社)

植物としての解説をはじめ、たん
ぽぽを使用したレシピやアメリカ
に伝わる言い伝えなど、気になる
秘密をまとめた一冊です。

春の企画展
　茶道具　春らんまん

　花の咲く季節にちなみ、
春を彩る素敵な茶道具を
紹介します。

子ども発達・
小児在宅支援室

情報

 ☎ 21-3171 FAX 21-3173
休  毎週月曜、3/7㈮まで展示

入替のため休館

六華苑　長谷川  優
ゆう

ライブペイント
　津島市にある牛

ごおうざんかんのんじ

玉山観音寺
の副住職　長谷川 優さんに
よる墨をつかったライブペイ
ントを開催。
　六華苑や桑名にゆかりの
あるものを迫力満点に描くパ
フォーマンスをぜひご覧くだ
さい。

とき 3/23㈰ ※開始時間など詳細はhttps://www.
rokkaen.com/ 会場 番蔵棟 料金 入苑料（高校生
以上460円、中学生150円）

　　　初代　加賀瑞山
《萬古　粉彩草花釣香炉》館蔵

【特集陳列】
刀剣セレクションⅢ

博物館×中央図書館令和6年度ML連携企画

とき 3/23㈰ 13:30～15:00
場所 くわなメディアライヴ　
定員 50人 ( 先着順 )　 　 料金 200円（資料代）
申込 直接または、電話で中央図書館へ。
開始 3/11㈫ 11:00 ※受付は、17:00まで　 問 中央図書館

セミナー「茶道具　春らんまん」の楽しみ方
博物館の展示に合わせて、博物館職員によるセミナーと関連書籍の紹介展示を行います。

※ML 連携とは、博物館（Museum）と図書館（Library）が連携して、共通テーマに沿って各館の資料を
活用した企画を実施し、それぞれの館の特徴や役割を発信する連携企画です。

はるだよおきて

13 12


